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今
世
紀
初
頭
に
人
事
施
策
と
し
て
導
入

さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
成
果
主
義
的
な
評

価
・
報
酬
制
度
」
は
、
は
た
し
て
効
果
を

あ
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
で
も
多
く
の

企
業
が
、
評
価
や
処
遇
を
成
果
に
基
づ
い

た
仕
組
み
に
す
る
こ
と
を
人
事
の
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
成

功
し
た
と
は
言
え
な
い
企
業
が
多
い
の
だ

ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
人
の
能
力
や
成
果
に
は
仕

事
経
験
の
蓄
積
に
よ
り
向
上
す
る
側
面
が

あ
り
、
結
果
と
し
て
、
処
遇
制
度
は
ど
こ

の
国
で
も
あ
る
程
度
年
功
的
な
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
年
齢
を
X
軸
、
平
均
処
遇

を
Y
軸
と
し
て
プ
ロ
ッ
ト
し
た
場
合
、

ど
の
国
で
も
や
や
右
肩
上
が
り
に
な
る
。

年
功
要
素
が
全
く
無
い
と
す
る
と
、
年
齢

の
上
昇
に
対
し
て
、
平
均
賃
金
は
ほ
ぼ
フ

ラ
ッ
ト
で
な
い
と
な
ら
な
い
。

だ
が
、
日
本
の
賃
金
の
処
遇
制
度
の

特
徴
は
、
年
齢
に
よ
る
処
遇
の
上
が
り
方

が
や
や
急
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
賃
金

決
定
に
は
、
未
だ
に
他
国
よ
り
も
強
く
年

功
要
素
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
う
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
私
は
、
こ
れ
は
「
成
果
主
義
」
と
い

う
ア
プ
リ
を
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
雇
用

と
い
う
O
S
（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
）
の
上
に
乗
せ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
新
卒
一
括
採
用
や
頻
繁

な
企
業
主
導
の
配
置
転
換
、
そ
し
て
定
年

退
職
ま
で
解
雇
で
き
な
い
雇
用
契
約
な
ど

で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型

雇
用
と
い
う
O
S
を
維
持
し
つ
つ
、
成

果
で
評
価
や
処
遇
を
決
め
る
と
い
う
制
度

（
ア
プ
リ
）
を
導
入
し
た
こ
と
が
、
矛
盾

や
対
立
を
生
み
、
改
革
が
成
功
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
今
注
目
を
集
め
て

い
る
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
と
呼
ば
れ
る
人
事

制
度
の
導
入
は
、
ア
プ
リ
の
変
革
な
の
か

O
S
の
変
革
な
の
か
。
ジ
ョ
ブ
型
雇
用

に
つ
い
て
、
私
は
、
人
事
O
S
の
変
革

に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
改
革
だ
と
思
っ

て
い
る
。
企
業
と
人
と
の
関
係
を
根
本
か

ら
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
を
も
つ
か
ら
で

あ
る
。

だ
が
、
実
態
を
み
て
み
る
と
、
職
務
記

述
書
な
ど
ア
プ
リ
レ
ベ
ル
で
ジ
ョ
ブ
型
雇

用
の
要
素
を
導
入
し
て
、
そ
れ
で
改
革
終

わ
り
と
考
え
て
い
る
企
業
が
数
多
く
見
ら

れ
る
。
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
O
S
レ
ベ
ル

で
の
導
入
に
は
、
法
律
や
組
合
に
よ
る
反

対
な
ど
多
く
の
障
害
が
あ
る
こ
と
も
理
解

で
き
る
。

だ
が
、
我
が
国
の
人
事
は
、
経
営
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
大
変
革
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
。
ジ
ョ
ブ
型
雇

用
で
な
く
て
も
よ
い
。
今
、
日
本
で
必
要

な
の
は
人
事
O
S
の
変
革
で
あ
る
。
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県民の安心・安全を守る人材
を育てる
愛知県警察学校

特 集

愛知県春日井市にある愛知県警察学校。
警察官としての第一歩を踏み出す学生たちを教育し、一人前に育て上げる責務を負う。
警察学校の役割や取組みについて、尾関元康学校長にお話を伺った。



■ 経 歴
昭和60年4月に警察官を拝命、警察学校で約1年間（当時）の教養を受け、新配置は守山警察署（交番勤務）。
以降、中署、機動隊、中川署、警察本部などで勤務。機動隊では阪神淡路大震災に対応。
主に薬物やけん銃捜査、歓楽街対策に従事し、稲沢警察署長、岡崎警察署長を経て、令和7年3月から現職（警察
学校長）。

警
察
学
校
は
各
都
道
府
県
に
あ
る
と
伺

い
ま
し
た
。

警
察
学
校
は
、
大
き
く
分
け
て
2
つ

の
形
が
あ
り
ま
す
。
各
都
道
府
県
に
一

校
ず
つ
置
か
れ
、
採
用
さ
れ
た
警
察
官

が
最
初
に
入
校
す
る
「
都
道
府
県
警
察

学
校
」
と
、
全
国
の
管
区
に
設
置
さ
れ
、

主
に
昇
任
時
教
養
な
ど
を
担
う
「
管
区

警
察
学
校
」
で
す
。
愛
知
県
警
察
学
校

は
前
者
に
あ
た
り
ま
す
。

愛知県警察学校　学校長

尾関 元康 氏

各
都
道
府
県
に
1
校

警
察
官
の
基
本
を
学
ぶ
場

愛
知
県
警
察
学
校
の
概
要
と
役
割
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
警
察
学
校
は
、
1
8
8
6
年

に
「
愛
知
県
巡
査
教
習
所
」
と
し
て
開

設
さ
れ
、
当
初
は
名
古
屋
市
中
区
栄
付

近
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
5
度
の

改
称
・
移
転
を
経
て
、
1
9
6
8
年
か

ら
春
日
井
市
に
移
転
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

敷
地
内
に
は
、
校
舎
で
あ
る
本
館
、

講
堂
、
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー

ル
な
ど
の
一
般
的
な
学
校
設
備
か
ら
、

自
動
車
コ
ー
ス
や
射
撃
場
、
模
擬
家
屋

と
い
っ
た
警
察
学
校
な
ら
で
は
の
施
設

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
警
察
学
校
は
全

寮
制
で
す
の
で
、
学
生
寮
、
浴
場
、
食

堂
、
売
店
も
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
教
育
目
的
は
、
愛
知
県
警
に

採
用
さ
れ
た
警
察
官
が
基
本
的
な
知
識

や
技
術
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
柔
道
、

剣
道
、
逮
捕
術
な
ど
を
通
じ
て
、
凶
悪

犯
と
対
峙
し
制
圧
す
る
た
め
の
強
靭
な

体
力
、
精
神
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、「
国
民
の
た
め
の
警
察
」

と
い
う
警
察
の
在
る
べ
き
姿
を
自
覚
さ

せ
、誇
り
と
使
命
感
、高
い
規
範
意
識
・

倫
理
観
も
養
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
ま
で
寮
生
活
を
さ
れ
る
の
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
全
員
が
男
子
寮
・
女
子

寮
に
分
か
れ
て
寮
生
活
を
送
り
ま
す
。

洗
濯
や
ア
イ
ロ
ン
も
自
分
た
ち
で
行
い

ま
す
。
教
養
期
間
は
大
学
卒
業
者
が
6

か
月
（
短
期
生
）、
短
大
・
高
校
卒
業

者
が
10
か
月
（
長
期
生
）
で
す
。

現
在
、
愛
知
県
警
の
採
用
は
4
月
と

10
月
の
年
2
回
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

警
察
学
校
へ
の
入
校
も
、
4
月
入
校

と
10
月
入
校
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
は
合
計
3
7
9
人
が
入
校

し
、
そ
の
う
ち
女
性
は
91
人
で
し
た
。

な
お
、全
体
の
9
割
が
4
月
入
校
で
す
。

入
校
か
ら
卒
業
ま
で
の
流
れ
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

ま
ず
、
短
期
生
と
長
期
生
で
そ
れ
ぞ

れ
ク
ラ
ス
分
け
を
行
い
ま
す
。
1
ク
ラ

ス
は
大
体
40
人
前
後
で
、
男
女
混
合
で

す
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ス
に
は
担
任
と
副

担
任
の
2
名
が
必
ず
付
き
ま
す
。

全
員
で
入
校
式
を
行
っ
た
後
、
授
業

や
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
は
じ
め
に
、

入
校
か
ら
3
週
間
は
特
別
指
導
期
間
と

し
て
、
早
期
に
警
察
官
の
職
責
と
自
覚

を
醸
成
さ
せ
る
た
め
、
集
中
的
に
指
導

を
行
い
、
こ
の
期
間
だ
け
は
原
則
、
外

出
や
外
泊
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

3
週
間
目
の
金
曜
日
に
、
特
別
指
導
期

間
の
総
仕
上
げ
と
し
て
「
強
歩
訓
練
」

を
行
い
ま
す
。
本
校
か
ら
入
鹿
池
ま
で

の
片
道
約
10
キ
ロ
の
道
の
り
を
、
全
員

で
歩
い
て
往
復
し
ま
す
。
こ
の
訓
練
を

乗
り
越
え
る
と
、
特
別
指
導
期
間
終
了

と
な
り
、
外
出
・
外
泊
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

入
校
か
ら
2
か
月
後
に
は
、
体
育
大

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
リ
レ
ー
や
綱

引
き
な
ど
様
々
な
競
技
を
通
じ
て
、
ク

ラ
ス
の
団
結
力
や
学
生
個
々
の
成
長
を

確
認
し
ま
す
。

そ
の
後
、
中
間
試
験
や
各
警
察
署
で
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採用から卒業までの流れ
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睡 眠

日朝点呼・
ランニング等

朝食・清掃

午前の授業
（2時限）

昼 食

就寝
準備

日夕点呼

夕食・入浴・
自由時間など

自習
時間

清掃・
国旗降納

午後の授業
（3時限）

警察学校での生活

愛知県警察公式チャンネルによる
紹介動画はこちら

（YouTube に飛びます）

強歩訓練 体育大会

採用（入校）

入校式

強歩訓練

入校
3週目

体育大会

入校
2ヶ月頃

卒業試験

卒業の
1か月前

中間試験

概ね入校
期間半ば 各署で

交番研修
警察署へ赴任

卒 業
〈各種検定〉
柔剣道・逮捕術・
救急法・けん銃・
自動二輪運転技能
等

の
交
番
研
修
、
各
種
検
定
を
経
て
、
卒

業
試
験
・
卒
業
点
検
に
臨
み
ま
す
。
無

事
に
試
験
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
卒
業
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
式
が
終
わ

る
と
、
各
警
察
署
へ
赴
任
す
る
と
い
っ

た
流
れ
で
す
。

授
業
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ぶ
の

で
し
ょ
う
か
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
座
学
と
実
務
、

技
術
を
身
に
付
け
る
術
科
訓
練
が
あ
り

ま
す
。

座
学
で
は
、
憲
法
、
刑
法
、
刑
事
訴

訟
法
、
警
察
行
政
法
な
ど
の
法
律
知
識

を
体
系
的
に
学
び
ま
す
。
警
察
官
の
活

動
は
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

根
拠
を
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

実
務
で
は
捜
査
・
鑑
識
、
交
通
事
故

処
理
な
ど
の
ほ
か
、
様
々
な
現
場
を
想

定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
訓
練
な
ど
に

取
り
組
み
、
適
切
な
判
断
力
と
対
応
力

を
磨
い
て
い
き
ま
す
。
知
識
を「
覚
え
る
」

だ
け
で
な
く
、
現
場
で
ど
う
生
か
す
か

を
意
識
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
す
。

術
科
訓
練
で
は
、
柔
道
や
剣
道
、
逮

捕
術
、
拳
銃
、
自
動
二
輪
技
能
な
ど
を

行
い
ま
す
。
県
民
の
安
全
を
守
る
た
め

様
々
な
訓
練
を
行
い
、
犯
人
以
上
に
強

靭
な
精
神
力
と
体
力
を
身
に
付
け
て
い

き
ま
す
。

学
生
た
ち
の
一
日
の
ル
ー
テ
ィ
ン
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

起
床
は
6
時
半
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
集
合
し
、
日
朝
点
呼
（
国
旗
掲
揚
、

人
員
確
認
）、
体
操
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

行
い
、
そ
の
後
、
清
掃
と
朝
食
を
済
ま

せ
ま
す
。

８
時
45
分
か
ら
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
あ

り
、
９
時
か
ら
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。

80
分
を
1
時
限
と
し
て
、
午
前
は
2
時

限
行
い
ま
す
。
1
時
間
の
昼
食
休
憩
を

挟
み
、
12
時
50
分
か
ら
午
後
の
授
業
で

す
。
午
後
は
3
時
限
あ
り
ま
す
。

授
業
終
了
後
は
、
清
掃
、
国
旗
降
納

を
し
、
17
時
半
か
ら
自
由
時
間
と
な
り

ま
す
。
食
事
や
入
浴
、
自
主
ト
レ
、
仲
間

と
の
談
笑
等
を
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
す
。

20
時
半
か
ら
は
1
時
間
の
自
習
時
間

で
す
。
1
日
の
復
習
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
授
業
で
学
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
、

自
習
時
間
だ
け
で
な
く
、
自
由
時
間
に

勉
強
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
21
時

50
分
、
体
育
館
に
集
合
し
て
日
夕
点
呼

を
行
い
ま
す
。
23
時
に
消
灯
を
迎
え
、

翌
日
に
備
え
ま
す
。

鑑識

剣道

入校式

自動車コース
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警
察
学
校
は
訓
練
が
厳
し
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
将
来
の
愛
知
県
警
を

担
う
「
誇
り
と
使
命
感
を
持
っ
た
優
秀

な
警
察
官
の
育
成
」
と
い
う
重
大
な
責

務
が
あ
り
ま
す
。
6
ヶ
月
や
10
ヶ
月
と

い
う
短
い
期
間
で
学
生
た
ち
に
知
識
や

技
術
、
体
力
、
精
神
力
を
身
に
付
け
さ

せ
、
警
察
官
と
し
て
現
場
に
送
り
込
む

た
め
に
は
、
時
と
し
て
厳
し
い
指
導
や

訓
練
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

体
力
面
の
訓
練
は
欠
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
本
校
で
は
毎
朝
2
～
3

キ
ロ
走
り
ま
す
し
、
体
育
の
授
業
で

も
走
り
ま
す
。
最
初
は
走
れ
な
い
学

生
も
多
い
で
す
が
、
毎
日
行
う
こ
と
で
、

卒
業
時
に
は
み
ん
な
走
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
の
1
つ
に
「
教
練
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
警
察
官
と
し

て
の
規
律
・
統
率
・
行
動
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
基
礎
訓
練
で
す
。
足
並
み

を
揃
え
た
行
進
、
警
棒
等
の
装
備
品
の

機
能
点
検
な
ど
を
ク
ラ
ス
全
員
で
行
い

厳
し
く
も
温
も
り
の
あ
る

指
導
の
実
施

ま
す
。
集
団
行
動
が
求
め
ら
れ
、
時
に

は
教
官
か
ら
厳
し
い
指
導
が
入
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
訓
練
を
通
じ

て
忍
耐
力
や
精
神
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

指
導
さ
れ
る
教
官
は
ど
う
い
っ
た
方
が

務
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教
官
は
警
部
補
又
は
巡
査
部
長
、
主

任
教
官
は
警
部
の
階
級
の
者
が
担
当
し

ま
す
。
年
齢
は
大
体
35
～
45
歳
く
ら
い

で
す
。
生
活
安
全
や
交
通
、
刑
事
、
地

域
な
ど
、
様
々
な
部
門
の
経
験
者
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
人
材
が
指
導
に
あ
た
り

ま
す
。

中
堅
警
察
官
が
教
官
を
務
め
る
の

は
、
学
生
た
ち
と
卒
業
後
も
20
年
近
く

一
緒
に
組
織
内
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
学
生
た
ち

が
現
場
に
出
て
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
際
で

も
、相
談
相
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
教
官
の
存
在
は
大

き
い
で
す
ね
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
初
め
は
厳
し
く

怖
い
存
在
で
も
、
訓
練
を
重
ね
る
中
で

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
色
々
と
相
談
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

警
察
学
校
で
の
経
験
は
、
そ
の
後
何

警
察
官
を
目
指
す
人
が
減
少
し
て
い
る

と
伺
い
ま
し
た
。

愛
知
県
警
の
2
0
2
5
年
度
の
受
験

者
数
は
1
4
7
7
人
で
し
た
。
10
年
前

は
3
0
0
0
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
の

で
、
半
分
以
下
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

「
警
察
学
校
が
厳
し
い
、
き
つ
い
」
と

い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
志

願
者
を
遠
ざ
け
て
い
る
一
因
が
あ
る
よ

う
に
も
感
じ
ま
す
。

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、

県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
X
（ 

旧

Tw
itter）
な
ど
を
使
用
し
、
採
用
部

門
と
連
携
し
て
警
察
学
校
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
体
験
入
校
や

学
校
見
学
も
実
施
し
て
お
り
、
実
際
の

雰
囲
気
や
訓
練
な
ど
を
体
験
す
る
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

学
生
が
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。

17
時
半
～
20
時
半
の
間
で
使
用
で
き

ま
す
。
な
お
、
携
帯
だ
け
で
な
く
、
髪

型
や
外
出
時
の
服
装
な
ど
、
こ
れ
ま
で

細
か
く
校
則
等
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
こ
数
年
で
内
容
を
改
め
ま
し

た
。
単
純
に
規
則
を
緩
く
し
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
学
生
た
ち
が
自
ら
考

え
て
行
動
す
る
自
主
性
に
重
き
を
置
く

よ
う
に
し
た
形
で
す
。

警
察
官
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
で

し
ょ
う
か
。

警
察
官
は
、
国
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
と
い
う
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
で
あ
り
、
国
民
か
ら
の
期
待
も
大

き
い
で
す
。
一
方
で
、
事
件
・
事
故
・

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
現
場
に
駆
け

付
け
て
対
応
す
る
な
ど
、
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
立
場
か
ら
、
使
命
感
や

責
任
感
、
社
会
貢
献
の
心
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、「
国
民
の
た
め
の
警
察
」

と
い
う
座
標
軸
を
持
っ
て
自
ら
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
、
被
害
者
ら
に
寄
り
添

う
思
い
や
り
・
優
し
さ
、
高
い
規
範
意

識
な
ど
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

警
察
官
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に

向
け
て
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
か
ら
愛
知
県
警
察
の

受
験
上
限
年
齢
が
35
歳
ま
で
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
門
戸
が
一
段
と
広
が
り
ま
し

た
。
昨
年
10
月
に
は
、
32
歳
の
方
が
入

校
し
ま
し
た
。
社
会
人
か
ら
転
職
で
警

察
官
に
な
る
学
生
も
い
ま
す
。

ま
た
、
愛
知
県
は
交
通
網
が
比
較
的

発
達
し
て
い
る
た
め
、
転
勤
と
な
っ
て

も
引
っ
越
し
を
せ
ず
に
自
宅
か
ら
次
の

勤
務
地
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
や
県
民
の

た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
想
い
を
お
持

ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
愛
知
県
警
察
を
目
指

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
年
と
続
く
警
察
人
生
の
土
台
に
な
り

ま
す
。
教
官
か
ら
言
わ
れ
た
事
を
、
現

場
に
出
て
か
ら
思
い
出
す
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
た
ち
に
寄
り
添

い
、
彼
ら
の
成
長
に
繋
が
る
指
導
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
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御
社
の
事
業
概
要
を
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

当
ユ
タ
カ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
は
ユ

タ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ユ
タ
カ
産

業
、
豊
栄
ビ
ル
の
3
社
に
て
、
自
動
車

学
校
を
核
と
し
た
自
動
車
関
連
サ
ー
ビ

自
動
車
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

を
展
開

ス
業
を
東
三
河
地
域
（
豊
橋
市
と
豊
川

市
）
で
手
が
け
て
い
ま
す
。

ユ
タ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
自
動

車
学
校
、ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ユ
タ
カ
産

業
で
は
自
動
車
販
売
、
整
備
工
場
、
板

金
・
塗
装
業
、
保
険
代
理
業
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
豊
栄
ビ
ル
で
は
貸
し
ビ
ル
業
、

不
動
産
投
資
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
学
校
だ
け
で
な
く
、販
売・
整

備・
保
険
な
ど
、車
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

ス
ズ
キ
ア
リ
ー
ナ
正
規
販
売
店
と
し

て
新
車
・
中
古
車
を
取
り
扱
い
、
購
入

後
の
車
検
・
点
検
・
修
理
・
板
金
塗
装

ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
自
社
で
指
定
整
備

工
場
を
持
っ
て
お
り
、
品
質
と
ス
ピ
ー

ド
の
両
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
保
険
を
中
心
に
損
害

保
険
・
生
命
保
険
の
代
理
店
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
車
の
購
入
か
ら
保
険
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
で
き
る
の
が
当
社
の
強
み
で
す
。

代
は
、
出
資
会
員
の
代
表
と

し
て
、
会
員
の
総
意
を
当
金

庫
の
経
営
に
反
映
す
る
重
要
な
役
割

を
担
う
。
任
期
は
3
年
で
、当
金
庫
の

総
代
数
は
2
0
7
名（
2
0
2
6
年
1

月
末
現
在
）。

　

本
シ
リ
ー
ズ
は
、2
0
2
5
年
に

総
代
に
選
出
さ
れ
た
方
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

総

ユタカコーポレーション株式会社

代表取締役社長 大塩 啓太郎 氏

ユタカ自動車学校（豊橋校）

こ
の
ほ
か
、
豊
橋
・
豊
川
で
ア
ポ
ロ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

を
運
営
し
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
学
校
の
特
徴
を
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

豊
橋
校
は
、
普
通
免
許
は
も
ち
ろ
ん
、

二
輪
免
許
や
大
型
免
許
、
中
型
免
許
か

ら
二
種
免
許
ま
で
全
て
の
免
許
が
取
得

出
来
る
、
東
三
河
内
で
唯
一
の
自
動
車

学
校
で
す
。
コ
ー
ス
面
積
や
教
習
車
の

台
数
、
指
導
員
の
数
な
ど
、
東
三
河
最

大
規
模
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

豊
川
校
で
は
、
教
習
課
程
の
一
部
で

ユタカ
コーポレーション（株）

Yutaka Corporation
ユタカ産業（株）

Yutaka Sangyo

豊栄ビル（株）
Hoei Building
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新総代に聞く新総代に聞く

経 歴
1968年	 神奈川県横浜市出身
1992年	 慶應義塾大学 経済学部卒業
同　  年	 安田火災海上保険株式会社 入社
1998年	 同社退職、慶應義塾大学大学院に入学
2000年	 BNPパリバ証券株式会社 入社
2005年	 同社退職、バイエリッシェ･ヒポ･フェラインス銀行 入行
2009年	 ユタカコーポレーション株式会社 入社
2012年	 同社代表取締役社長 就任



「
無
線
教
習
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

指
導
員
は
車
に
同
乗
せ
ず
、
教
習
コ
ー

ス
全
景
が
見
え
る
位
置
か
ら
無
線
を

使
っ
て
指
導
を
行
い
ま
す
。
教
習
生
が

1
人
で
運
転
す
る
こ
と
に
慣
れ
、
主
体

的
な
運
転
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

飲
食
や
介
護
の
分
野
で
は
、ど
の
よ
う

な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
か
。

飲
食
で
は
、
豊
橋
の
郷
土
料
理
「
な

め
し
田
楽
」
を
取
り
扱
う
レ
ス
ト
ラ
ン

「
い
ち
ょ
う
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

普
段
使
い
か
ら
法
事
や
忘
年
会
と
い
っ

た
大
人
数
で
の
会
食
ま
で
、
幅
広
い

シ
ー
ン
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ち

な
み
に
、
朝
9
時
か
ら
モ
ー
ニ
ン
グ
の

営
業
も
し
て
い
ま
す
。
モ
ー
ニ
ン
グ
と

聞
く
と
、
ト
ー
ス
ト
を
思
い
浮
か
べ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
当
店
で
は

ト
ー
ス
ト
以
外
に
ミ
ニ
田
楽
定
食
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

介
護
の
分
野
で
は
、
2
0
1
6
年
に

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ユ
タ
カ
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
要
支
援
や
要
介
護
の
認
定

を
受
け
た
高
齢
者
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
介
護
状
態
に
合
わ
せ
て
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
機
能
訓
練
特
化
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
利
用
者
が
「
介
護
な
し
」
の

状
態
で
、
日
常
生
活
を
生
き
生
き
と
過

ご
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
場
面
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、農
業
・
建
設
・

防
災
・
獣
害
対
策
な
ど
様
々
な
場
面
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
国
土
交

通
省
認
定
の
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
を
豊

川
校
、
豊
橋
校
、
名
古
屋
津
島
校
（
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
）
の
3
校
で
運
営
し
、

操
縦
者
育
成
か
ら
空
撮
、
実
証
実
験
ま

で
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
資
格
制
度
に
は
、
民
間

資
格
と
国
家
資
格
の
2
種
類
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
民
間
資
格
保
有
者

で
も
飛
行
申
請
手
続
き
が
簡
略
化
さ

れ
る
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
し
た
が
、

2
0
2
5
年
12
月
に
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
ド
ロ
ー
ン
を

利
用
す
る
場
合
、
今
後
は
国
家
資
格
を

有
し
て
い
た
方
が
手
続
き
面
で
ス
ム
ー

ズ
で
す
。
当
社
は
国
家
資
格
取
得
コ
ー

ス
も
設
け
て
お
り
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

対
応
可
能
で
す
。

企
業
の
沿
革
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。当

グ
ル
ー
プ
は
、
1
9
3
8
年
に
初

代
社
長
・
磯
村
弥や
は
ち八
が
豊
橋
市
牟
呂
町

に
設
立
し
た
会
社
が
始
ま
り
で
す
。
祖

業
は
さ
な
ぎ
油
の
精
製
で
し
た
。

弥
八
は
、
創
業
の
翌
年
に
鋳
造
会

社
、
翌
々
年
に
は
紡
績
会
社
を
次
々
と

立
ち
上
げ
、
紡
績
機
械
用
の
鋳
物
や
毛

織
物
の
製
造
な
ど
も
始
め
ま
し
た
。
戦

中
・
戦
後
の
好
不
況
に
左
右
さ
れ
な
が

ら
も
、
製
造
業
と
し
て
の
事
業
基
盤
を

確
立
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
後
に
、
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
製
造
や
養
鶏
業
な
ど
に
も

進
出
し
ま
し
た
。

製
造
業
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
自
動

車
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
へ
転
換

製
造
業
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で

す
ね
。

そ
う
で
す
。
当
時
の
日
本
は
繊
維
産

業
が
盛
ん
で
、
群
馬
県
や
長
野
県
で
は

製
糸
工
場
が
繁
盛
し
て
い
ま
し
た
。
当

社
は
そ
こ
か
ら
蚕
の
さ
な
ぎ
を
購
入
し
、

圧
搾
製
油
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
。

や
が
て
米
ぬ
か
油
（
食
用
油
）
の
精

製
も
開
始
し
た
の
で
す
が
、
戦
争
の
影

響
で
国
内
全
体
が
徐
々
に
物
資
不
足
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
国
民
生
活
に

と
っ
て
油
は
貴
重
な
も
の
と
な
り
、
当

社
の
事
業
は
社
会
的
に
も
極
め
て
重
要

な
意
義
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
戦
後
間
も
な
い
1
9
4
6

年
、
米
ぬ
か
油
を
利
用
し
た
石
鹸
の
製

造
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
、
劣
悪
な

磯村弥八

抽出工場とボイラー室

石
鹸
が
多
い
中
、
当
社
の
石
鹸
は
上
質

で
汚
れ
が
よ
く
落
ち
る
と
評
判
に
な
り
、

当
社
は
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

自
動
車
学
校
は
い
つ
頃
始
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

自
動
車
学
校
は
、
ア
メ
リ
カ
視
察
で

日
本
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来

を
感
じ
た
弥
八
が
、
1
9
5
3
年
に
東

京
の
新
宿
で
事
業
を
始
め
た
の
が
最
初

で
す
。
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
や
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
な
ど
を
海
外
か
ら
持
ち
帰
り
、
日

本
で
3
番
目
の
自
動
車
学
校
を
開
き
ま

し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
1
日
8
0
0
人

を
超
え
る
教
習
生
が
学
び
ま
し
た
。

10
年
ほ
ど
で
東
京
の
事
業
は
閉
鎖
すユタカ自動車開校（1961年）

豊川エースボウル

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
1
9
6
1

年
に
豊
橋
の
地
で
新
た
に
自
動
車
学
校

を
開
校
し
、
今
に
続
い
て
い
ま
す
。

今
で
は
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
へ
完

全
に
転
換
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

1
9
7
0
年
代
、
弥
八
か
ら
2
代
目

社
長
・
磯
村
直な
お
ひ
で英
へ
事
業
が
引
き
継
が

れ
た
時
に
は
、
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
の

比
率
は
8
対
2
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
を
察
知
し
た

直
英
は
、
1
9
8
0
年
代
中
頃
ま
で
に

全
て
の
製
造
業
か
ら
撤
退
し
、
自
動
車

学
校
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ
転
換
を
図

り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
と

い
っ
た
新
規
事
業
に
も
取
り
組
み
、
広

く
地
域
か
ら
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
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ユタカサービスグループ
･ユタカコーポレーション株式会社
･ユタカ産業株式会社
･豊栄ビル株式会社

（花田支店お取引先）
所在地	豊橋市中野町字平北1-5
設　立	1938年4月
資本金	5,000万円
従業員	266名（2025年4月現在、
	 グループ全体）

大
塩
社
長
の
ご
経
歴
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
け
ま
す
か
。

私
は
神
奈
川
県
横
浜
市
の
出
身
で

す
。
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
後
、
安
田

火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
（
当
時
）
に

入
社
し
ま
し
た
。
5
年
半
ほ
ど
勤
め
た

の
ち
、
退
職
し
て
大
学
院
に
入
り
直
し

ま
し
た
。
大
学
院
で
は
経
営
管
理
を
学

び
、
経
営
管
理
修
士
号
（
M
B
A
）
を

取
得
し
て
い
ま
す
。

大
学
院
卒
業
後
は
外
資
系
金
融
機
関

に
入
り
、
企
業
が
持
つ
資
産
を
証
券
と

い
う
形
に
変
え
て
資
金
調
達
を
行
う

「
証
券
化
」
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
系
と
ド
イ
ツ
系
の
2
社
に
通

算
9
年
ほ
ど
勤
め
ま
し
た
が
、
か
な
り

の
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。

ユ
タ
カ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
に
入
社
さ

れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
学
院
時
代
に
妻
と
出
会
い
、
結
婚

し
ま
し
た
。
妻
は
2
代
目
社
長
・
直
英

の
娘
で
、
も
と
も
と
妻
か
ら
は
「
選
択

肢
の
1
つ
と
し
て
、
ユ
タ
カ
で
働
く
こ

金
融
マ
ン
か
ら
の
転
身
。

新
規
事
業
の
開
拓
も
行
う
。

と
も
考
え
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

2
0
0
9
年
、
入
院
中
だ
っ
た
直
英

の
お
見
舞
い
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
直
英
か
ら
「
金
融
業
界
は

今
、
大
変
な
時
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
ろ
そ

ろ
う
ち
に
来
た
ら
ど
う
だ
」と
話
が
あ
っ

た
の
で
す
。
折
し
も
、
前
年
に
発
生
し

た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
市
場

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
私
は
業
界
の

先
行
き
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
か
は
社
長
と
し
て
事
業
経
営

に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
や
、

大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る

と
感
じ
、
私
は
ユ
タ
カ
へ
の
入
社
を

決
意
し
ま
し
た
。

入
社
さ
れ
て
い
か
が
で
し
た
か
。

最
初
の
半
年
ぐ
ら
い
で
、
全
て
の
部

署
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
自
動
車
学
校

で
は
、
一
緒
に
営
業
に
出
か
け
た
り
、

教
習
車
の
後
部
座
席
に
同
乗
さ
せ
て
も

ら
い
、
教
習
の
現
場
を
直
接
見
た
り
も

し
ま
し
た
。

以
前
の
仕
事
で
は
法
人
顧
客
が
相
手

で
し
た
が
、
こ
こ
で
は
個
人
の
お
客
さ

ま
が
メ
イ
ン
で
す
。
教
習
所
し
か
り
、

自
動
車
販
売
や
整
備
で
も
直
接
お
客
さ

ま
の
顔
が
見
え
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
表

情
が
見
え
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
し
、喜
ば
れ
た
顔
を
見
た
と
き
は
サ
ー

ビ
ス
業
の
真
髄
に
触
れ
ら
れ
た
と
思
い

ま
し
た
。

社
長
に
就
任
さ
れ
て
約
14
年
、ど
の
よ

う
な
思
い
で
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
き

ま
し
た
か
。

私
が
ユ
タ
カ
に
来
る
際
、
直
英
か
ら

「
将
来
、
18
歳
人
口
は
確
実
に
減
っ
て

い
く
。
自
動
車
学
校
に
と
っ
て
は
厳
し

い
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
新
し
い

事
業
を
探
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

事
業
を
現
状
維
持
で
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
す
ら
大
変
な
の
に
、
新
し
い
こ

と
ま
で
…
と
思
っ
た
部
分
は
少
し
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
も
金
融
マ
ン
時

代
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
、

こ
れ
ま
で
の
仕
事
が
立
ち
行
か
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
1
0
0
年
以
上
続
く
大
企
業
で

も
、
設
立
か
ら
事
業
を
変
え
ず
に
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
は
ご
く
少
数
で
す
。
私

た
ち
の
よ
う
な
中
小
企
業
は
、
時
代
と

と
も
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

社長就任（2012年）

そ
う
し
た
思
い
も
あ
り
、
私
の
代
で

介
護
事
業
と
ド
ロ
ー
ン
事
業
を
始
め
ま

し
た
。
新
規
事
業
を
始
め
る
の
は
簡
単

な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
広

い
視
野
を
持
ち
時
代
の
流
れ
を
捉
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
は
勇
気
が

い
り
ま
す
ね
。

勇
気
も
い
り
ま
す
し
、
決
断
力
も
必

要
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
直
英
は
尊

敬
で
き
る
経
営
者
で
し
た
。
先
に
も
お

話
し
た
通
り
、
元
々
製
造
業
が
主
力

だ
っ
た
当
社
を
一
気
に
サ
ー
ビ
ス
業
の

業
態
に
転
換
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
決
断
力
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
の
舵
取
り
を
す
る
上
で
、
社
員

が
つ
い
て
こ
な
い
事
に
は
始
ま
り
ま
せ

ん
。「
人
よ
り
賢
い
。
人
よ
り
仕
事
が

で
き
る
。
人
よ
り
人
格
者
で
あ
る
。
こ

の
3
つ
の
う
ち
ど
れ
か
1
つ
で
も
身
に

付
け
れ
ば
、
社
員
は
つ
い
て
く
る
」
と
、

直
英
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
つ
で
も
達
成
で
き
て
い
る
の
か
と
聞

か
れ
る
と
全
く
で
き
て
い
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
が
、
私
は
明
る
さ
と
い
う
面
で

は
人
よ
り
頭
抜
け
て
い
る
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
持
ち
前
の
明
る
さ
で
、
社
員

に
「
ユ
タ
カ
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
会
社
づ
く
り
を
今
後
も
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

自
動
車
学
校
を
は
じ
め
、
自
動
車
関

連
サ
ー
ビ
ス
業
に
は
様
々
な
困
難
が
待

ち
受
け
て
い
ま
す
。
出
生
数
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
既
に
70
万
人
を
下
回
り

ま
し
た
。
若
年
層
の
減
少
は
そ
の
ま
ま

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
物
価
高
な
ど
を
背
景
と
し
た

若
者
の
車
離
れ
も
加
速
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
環
境
変
化
へ
の
対
応
を
第
一

2
0
0
年
企
業
を
目
指
す

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
訪
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
縮

小
に
備
え
、
新
規
事
業
へ
の
進
出
も
考

え
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
、
北
海
道
・

帯
広
の
貸
し
ビ
ル
を
取
得
し
た
ご
縁
か

ら
、
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
と
の
つ

な
が
り
も
で
き
ま
し
た
。
宇
宙
産
業
に

進
出
す
る
こ
と
も
新
規
事
業
で
検
討
し

て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
1
つ
で
す
。

社
長
就
任
時
、
私
は
「
2
0
0
年
続

く
企
業
を
目
指
す
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
も
柔
軟
性

を
持
っ
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

新
総
代
と
し
て
当
金
庫
に
期
待
す
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

最
近
で
は
、「
産
学
官
」
に
金
融
業

界
の
「
金
」
を
加
え
た
「
産
学
官
金
連

携
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
金
供
給

の
担
い
手
に
留
ま
ら
ず
、
企
業
や
自
治

体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
金
融
機
関

が
持
つ
情
報
や
知
見
を
活
か
し
た
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
補
助
金
や
支
援
策
な
ど
、
私

た
ち
が
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
り
気
付
か

な
い
よ
う
な
幅
広
い
情
報
提
供
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
三
重
大
学
伊
賀
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド
」

の
設
立
が
忍
者
研
究
の
き
っ
か
け
に

私
は
2
0
1
2
年
か
ら
忍
者
の
研
究

を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
中
世
の

日
本
の
信
仰
に
つ
い
て
主
に
怨
霊
の
研

究
な
ど
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
伊

賀
市
と
上
野
商
工
会
議
所
と
三
重
大
学

が
協
力
し
て
、
伊
賀
地
域
の
発
展
に
貢

献
す
る
「
三
重
大
学
伊
賀
連
携
フ
ィ
ー

ル
ド
」
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
忍
者
に
つ
い
て
調
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

当
時
の
私
は
、
特
に
忍
者
に
詳
し
い

訳
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
と

研
究
が
で
き
る
の
か
疑
問
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
で
す
が
、
忍
者
の
こ
と
に
つ

い
て
書
か
れ
た
書
籍
を
何
冊
も
読
ん
で

い
る
う
ち
に
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は

ど
こ
に
根
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て

■ 経 歴
1967年静岡県生まれ。
京都大学文学部史学科卒業。亀岡市史編さん室を経て、筑波大学大学院博士課程歴史・人類学研究科史学専攻

（日本文化研究学際カリキュラム）修了。博士（学術）。2011年より現職。日本忍者協議会顧問、伊賀流忍者博物
館顧問を歴任。
■ 主な著書

『怨霊とは何か』（中央公論新社）、『忍者の歴史』『忍者の精神』（KADOKAWA）、『忍者はすごかった 忍術書81の
謎を解く』（幻冬舎）など。

忍
者
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
三
重
大
学
の
山
田
雄
司
教
授
。
忍
者
に
関
す
る
多
く

の
著
書
を
持
つ
同
氏
に
、研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
研
究
内
容
、忍
者
の
実
像
な
ど

に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

文
系
も
理
系
も
一
体
と

な
っ
た
忍
者
研
究

三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
教
授

国
際
忍
者
学
会
会
長

山
田 

雄
司 

氏

忍
者
の
実
像
を
露
わ
に
す
る

国
際
的
忍
者
研
究
者

忍
者
に
つ
い
て
の
資
料
を
集
め
て
研
究

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
忍
術
の
効
能

も
分
析

い
ざ
研
究
を
し
て
み
る
と
、
忍
者
が

一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
も
の

と
実
態
が
ず
い
ぶ
ん
と
違
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
お
も
し
ろ
い
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
を
し
て
い

る
う
ち
に
忍
者
の
精
神
面
に
も
興
味
を

惹
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
忍
」

と
い
う
文
字
は
「
刃
」
の
下
に
「
心
」

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
動
じ
な
い
、
耐
え
る
、
我
慢

す
る
。
こ
う
い
っ
た
忍
者
の
心
の
あ
り

よ
う
が
日
本
の
文
化
に
よ
く
合
っ
て
い

て
、
そ
れ
が
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
海

外
に
も
忍
者
の
人
気
が
広
が
っ
て
い
る

１
つ
の
要
因
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
の
理
科
系
の
先
生
方
と

協
力
し
て
科
学
的
な
側
面
か
ら
も
忍
者

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
の
１
つ
は
、
忍
者
が
食

べ
て
い
た
と
い
う
兵ひ
ょ
う
ろ
う
が
ん

糧
丸
に
つ
い
て
で

す
。
以
前
は
、
こ
れ
を
食
べ
る
と
腹
持

ち
が
よ
く
、
少
し
食
べ
た
だ
け
で
も
長

時
間
空
腹
に
な
ら
ず
に
い
ら
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
実
際
に
兵

糧
丸
に
は
ど
の
よ
う
な
効
能
が
あ
る
の

か
と
食
品
化
学
の
先
生
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
、
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
成

分
を
分
析
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
兵
糧
丸
に
は
い
く
つ
か
の
生
薬

が
練
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
す
。
忍
者
は
緊
張
し
た
状
態
で

任
務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
最
中
に
兵
糧
丸
を
食
べ
る
こ
と
で

生
薬
の
影
響
も
あ
り
緊
張
状
態
が
緩
和

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
落
ち
着
い
た

状
態
で
任
務
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
甲
賀
流
忍
術
家
で
、
現

在
は
三
重
大
学
の
産
学
官
連
携
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
も
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
川
上

仁
一
先
生
を
お
招
き
し
、「
忍
者
の
呼

吸
法
」
と
い
わ
れ
る
息お
き
な
が長
と
護
身
術
の

１
つ
、
九く

じ字
護ご
し
ん
ぼ
う

身
法
の
呪
文
「
臨
り
ん
ぴ
ょ
う
と
う

兵
闘

者し
ゃ
か
い
じ
ん
れ
つ
ざ
い
ぜ
ん

皆
陳
裂
在
前
」
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
忍
術
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
脳
波
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
の
か
を
、
医
学
部
の
先
生
の
協
力
も

得
て
測
定
し
、
や
は
り
実
際
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
集
中
力
が
上
が
る
状
況
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
果
が
出
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を

行
っ
た
こ
と
で
、
忍
者
と
い
う
の
は
当

時
の
最
先
端
の
科
学
を
身
に
つ
け
て
、

そ
れ
を
実
践
し
て
い
た
人
た
ち
な
の
だ

九字護身法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　（国立国会図書館所蔵）
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な
と
感
じ
ま
し
た
。

以
前
、
あ
る
科
学
館
で
講
演
を
し
た

際
に
暗
号
に
つ
い
て
少
し
お
話
を
し
た

の
で
す
が
、
忍
者
は
情
報
を
得
て
主あ
る
じに

伝
達
す
る
際
に
、
情
報
が
奪
わ
れ
な
い

よ
う
に
暗
号
化
し
た
文
書
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
日
本
の

歴
史
で
は
他
に
例
が
な
く
、
平
安
時
代

や
鎌
倉
時
代
に
暗
号
を
使
っ
て
何
か
を

や
っ
て
い
た
と
い
う
史
料
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
忍
者
に
つ
い
て
書

か
れ
た
史
料
に
は
、
文
書
に
お
い
て
文

を
一
字
ず
つ
ず
ら
し
て
書
く
と
か
、
炙

り
出
し
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
現
代
に
お
い
て
も
暗

号
の
技
術
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な

も
の
で
、
忍
者
が
行
っ
て
い
た
暗
号
化

は
現
代
の
も
の
と
比
較
す
る
と
簡
単
な

忍術書「万
ばんせんしゅうかい

川集海」にかつて忍者が使ったとされる暗号の一種が記されている。漢字
に似た49字で構成される　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立公文書館所蔵）

も
の
で
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
そ

の
元
と
な
る
も
の
を
生
み
出
し
、
知
恵

を
振
り
絞
り
、
何
度
も
成
功
と
失
敗
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
り
新
し
く
て
良

い
も
の
を
作
ろ
う
と
努
力
を
重
ね
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
私

は
た
い
へ
ん
す
ご
い
こ
と
だ
と
感
心
し

て
い
ま
す
。

国
際
忍
者
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

成
果
を
海
外
に
も
発
信

忍
者
研
究
を
進
め
て
い
く
に
つ
れ

て
、
伊
賀
地
域
に
は
忍
者
に
関
す
る
史

料
が
多
く
残
っ
て
い
て
、
個
人
で
お
持

ち
に
な
っ
て
い
る
方
も
多
数
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
海
外
か
ら
も
研

究
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
際
的
な
忍
者
研

究
の
拠
点
と
な
り
、
研
究
成
果
を
国
内

外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
「
国
際
忍
者
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
、

2
0
1
7
年
に
三
重
大
学
伊
賀
連
携

フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
な
活
動
は
、
忍
者

や
忍
者
史
の
史
料
に
関
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
や
調
査
研
究
、
と
き
に

は
忍
術
書
の
内
容
を
科
学
的
に
実
証
・

検
証
す
る
な
ど
、
文
系
理
系
の
各
専
門

分
野
の
先
生
方
が
協
力
し
て
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
究
に
対
し
て
の
興
味
・
関
心
と
い

う
面
で
は
、
海
外
か
ら
の
熱
量
が
高
い

と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
三
重
大
学
の
大

学
院
に
「
忍
者
・
忍
術
学
」
の
修
士
課

程
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
で
修
士
号

を
取
得
し
た
海
外
出
身
者
が
何
人
も
い

ま
す
。
毎
月
伊
賀
市
で
行
っ
て
い
る
講

座
を
動
画
で
配
信
も
し
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
ち
ら
も
海
外
の
方
が
よ
く
見
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
、
三
重
大
学
が
忍

者
研
究
を
行
う
日
本
で
唯
一
の
大
学
と

し
て
海
外
で
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

2013年   6月	 モンゴル忍者講座（ウランバートル）
2014年   9月	 中国社会科学院日本研究所 国際シンポジウム（北京）
　　　   11月	 ヨーロッパ忍者講座（イギリス、スペイン、イタリア）
2015年   7月	 ヨーロッパ忍者講座（フランス）
　　　   10月	 アメリカ忍者講座（ニューヨーク）
2016年   2月	 ロシア忍者講座（モスクワ、サンクトペテルブルク）
　　　　  5月	 アメリカ忍者講座（シアトル）
　　　   11月	 ヨーロッパ忍者講座（ドイツ、オランダ）
2017年   3月	 アメリカ忍者講座（ホノルル）
　　　　  6月	 ブルガリア忍者講座（ソフィア）
　　　   11月	 ベトナム忍者講座（ホーチミン、ハノイ）
2018年   7月	 インドネシア忍者講座（ジャカルタ、プルヲコルト）
2019年   3月	 オーストラリア忍者講座（シドニー、キャンベラ）
　　　   10月	 中東欧忍者講座（ハンガリー、ルーマニア）
　　　   10月	 ミャンマー忍者講座（ヤンゴン）
2022年   9月　タイ忍者講座（プレー県、ナーン県、バンコク）
　　　   11月　セルビア・ハンガリー忍者講座
2023年   4月　台湾忍者講座（台北）
　　　　  8月　三重県、ブラジル・サンパウロ州姉妹提携50周年事業
　　　   11月	 中東欧忍者講座（ハンガリー、ボスニア・ヘルツェゴヴィナ、クロアチア）
2024年   6月	 中東欧忍者講座（北マケドニア、コソボ、ポーランド）
2025年   3月	 ベルギー・ルーマニア忍者講座
　　　　  5月	 ブルガリア忍者講座（ソフィア・ブルガス）
　　　   11月	 スロベニア忍者講座（リュブリャナ）
　　　   12月	 エジプト忍者講座（カイロ）

　2012年から「伊賀における【忍者文化】に着目した地域活性化の取り組み」をもとに、忍者に関する学術的
研究を行っている三重大学伊賀連携フィールド忍者文化協議会。それまで学問として扱われていなかった「忍
者」について、史料の撮影、調査、解読を行い、忍者の実態がどのようなものだったのかを各地で紹介している。	
　海外での講演・実演も行っており、2013年のモンゴル・ウランバートルでの講演を皮切りに、多くの国から
の要望に応えて現地へ赴いて忍者講座を開いている。地道な活動を続けて日本国内だけでなく、世界に向けて
も正確な「忍者文化」を伝えている。

三重大学伊賀連携フィールド忍者文化協議会の主な海外講演

三重大学伊賀連携フィールド忍者文化協議会
世界に「忍者」を伝える
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忍
者
は
日
々
の
備
え
を
怠
ら
な
い

多
く
の
方
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
忍
者

は
、
黒
装
束
姿
で
素
早
い
動
き
を
し
な

が
ら
手
裏
剣
を
投
げ
る
と
い
っ
た
も
の

か
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
日
常
に
お

い
て
そ
う
い
っ
た
派
手
な
動
き
を
す
る

場
面
は
少
な
く
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備

え
を
怠
ら
ず
静
か
に
生
活
を
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
忍
術
書
に

よ
り
ま
す
と
、
忍
者
に
と
っ
て
必
要

な
こ
と
は
第
一
に
読
書
を
す
る
こ
と

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
儒
学
書
や
軍

書
な
ど
を
数
多
く
読
み
、
学
問
の
素

養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
最
も
大
事

な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
次
に
外
に

出
て
歩
く
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
人
や
物
を
見
て
、
聞
い
て
、

知
る
こ
と
で
情
報
収
集
に
も
繋
が
り
ま

し
た
。
体
力
強
化
の
側
面
も
あ
り
、
暑

さ
寒
さ
に
触
れ
て
忍
耐
力
を
高
め
、
高

山
や
険
し
い
谷
を
上
り
下
り
す
る
こ
と

で
、
持
久
力
や
瞬
発
力
を
高
め
る
こ
と

に
繋
げ
ま
し
た
。

生
き
延
び
る
こ
と
こ
そ

が
忍
者
の
責
務

甲賀流忍術家の川上仁一氏（左端）の指導を受け忍術実習
を行う三重大の学生

こ
れ
ら
は
、
い
つ
何
が
起
き
て
も
す

ぐ
に
対
応
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
た
も

の
で
、い
わ
ば
修
業
で
す
。
忍
者
に
と
っ

て
修
業
と
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。

忍
者
の
心
得「
風
に
な
る
」

武
士
に
は
武
士
道
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
忍
者
に
も
忍に
ん
ど
う道
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
三
大
忍
術
書
の
一
つ

で
あ
る
「
万ば
ん
せ
ん
し
ゅ
う
か
い

川
集
海
」
に
忍
道
と
い
う

言
葉
が
数
多
く
出
て
き
ま
す
。
そ
の
中

に
は
忍
者
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
が
書

か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ
で
大
切

な
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
生
き

延
び
る
こ
と
」
で
す
。
忍
者
の
仕
事
は

情
報
を
集
め
て
く
る
こ
と
で
す
か
ら
、

死
ん
で
し
ま
っ
て
は
味
方
に
大
事
な
情

報
を
伝
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
任
務

は
失
敗
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
生
き
延
び
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
た

と
え
逆
さ
吊
り
や
厳
し
い
拷
問
を
受
け

て
も
耐
え
て
我
慢
す
る
こ
と
。
そ
れ
が

忍
者
の
心
構
え
と
し
て
重
要
な
こ
と
だ

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

突
き
詰
め
れ
ば
、
忍
者
が
持
つ
技
術

は
生
き
る
た
め
の
技
術
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
の
尾
張
藩
の
軍
学

者・近ち
か
ま
つ松
茂し
げ
の
り矩
が
、元
文
2（
1
7
3
7
）

年
に
伊
賀
、
甲
賀
の
忍
者
の
口
伝
を
ま

と
め
た
「
用よ
う
か
ん間
加か
じ
ょ
う條
伝で
ん
も
く目
口く

ぎ義
」
に
よ

り
ま
す
と
、
忍
者
が
任
務
を
行
う
上
で

の
心
得
と
し
て
「
風
に
な
る
」
と
記
し

て
い
ま
す
。
風
に
は
色
も
形
も
な
い
。

だ
か
ら
相
手
方
に
忍
び
込
む
と
き
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変

に
自
分
を
変
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で

す
。
私
が
好
き
な
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
は

か
つ
て
似
た
よ
う
な
意
味
と
し
て
「
友

よ
、
水
に
な
れ
」
と
発
言
し
て
い
ま
す

が
、忍
者
は
さ
ら
に
そ
の
上
を
い
く
ま
っ

た
く
形
の
な
い
も
の
に
な
る
。
刻
々
と

状
況
が
変
わ
る
中
で
生
き
る
た
め
に
何

が
最
良
の
手
か
を
常
に
考
え
、
柔
軟
に

対
応
で
き
る
在
り
方
と
い
う
も
の
が
忍

者
の
特
徴
的
な
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

服
部
半
蔵
は
忍
者
で
は
な
か
っ
た

忍
者
の
中
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
名

前
が
服
部
半
蔵
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
以
前
に
エ
ジ
プ
ト
へ
行
っ
て
講
演

を
し
た
際
に
「
服
部
半
蔵
は
忍
者
で
す

か
」
と
質
問
を
さ
れ
、
驚
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
服
部
半

蔵
の
知
名
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

実
は
こ
の
半
蔵
と
い
う
名
前
は
、
伊

賀
の
服
部
家
当
主
が
代
々
名
乗
っ
た
も

の
で
あ
り
、初
代
は
服
部
半
蔵
保
長
で
、

当
初
は
室
町
幕
府
将
軍
・
足
利
義
晴
に

仕
え
て
い
ま
し
た
。
後
に
三
河
国
・
岡

崎
へ
移
り
住
み
徳
川
家
に
仕
官
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
息
子
で
あ
る
二
代
目

が
服
部
半
蔵
正
成
で
徳
川
家
康
に
仕
え

ま
し
た
。
多
く
の
歴
史
小
説
や
ド
ラ
マ
、

映
画
な
ど
に
登
場
す
る
あ
の
有
名
な
服

部
半
蔵
で
す
。
た
だ
し
、
岡
崎
生
ま
れ

の
正
成
が
忍
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

史
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
武
将

と
し
て
徳
川
家
臣
団
の
一
員
と
な
り
ま

し
た
。

天
正
10
（
1
5
8
2
）
年
の
本
能
寺

の
変
後
に
は
、
堺
に
い
た
家
康
が
身
の

危
険
を
感
じ
て
急
ぎ
本
拠
地
・
岡
崎
へ

逃
げ
帰
っ
た
「
神
君
伊
賀
越
え
」
の
際

に
、
正
成
が
伊
賀
者
、
甲
賀
者
合
わ
せ

て
お
よ
そ
3
0
0
人
を
集
め
て
道
中
の

護
衛
を
依
頼
し
、
無
事
に
岡
崎
へ
帰
還

す
る
こ
と
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

天
正
18
（
1
5
9
0
）
年
に
家
康
が

江
戸
に
入
府
す
る
こ
ろ
に
は
、
半
蔵
は

現
代
人
が
忍
者
か
ら
学
ぶ
こ
と

現
代
を
生
き
る
我
々
が
、
忍
者
の
生

き
る
姿
勢
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
い
ろ
い

ろ
と
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
つ

は
、
日
々
地
道
に
学
ぶ
こ
と
。
先
ほ
ど

も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
忍
術
書
に
は

忍
者
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
の
１
番
目

に
読
書
を
す
る
こ
と
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
儒
学
と
軍
学
の
書
は
必
須
科
目
と

し
て
、
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
書
物
を
読
む
こ
と
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
本
を
読
ん
で
い
る
と
き
に
は
自

分
に
役
立
つ
か
わ
か
ら
な
く
て
も
、
得

た
知
識
が
い
つ
か
何
か
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
常
に
学

ん
で
知
見
を
広
げ
る
大
切
さ
は
、
現
代

に
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
外
へ
出
て
体
験
を
す
る
こ
と

で
す
。
現
代
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
え
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
画
面
上
で
は

な
く
、実
際
に
足
を
運
ん
で
生
で
体
感・

体
験
を
す
る
こ
と
で
理
解
度
は
よ
り
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。

よ
く
学
び
、

自
ら
を
律
す
る

そ
し
て
自
分
を
律
す
る
こ
と
。「
万

川
集
海
」
に
は
、
最
初
に
精
神
的
な

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
高
度
な

知
識
を
豊
富
に
持
っ
て
い
る
忍
者
で

す
か
ら
、
悪
用
し
よ
う
と
思
え
ば
い

く
ら
で
も
で
き
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、

そ
れ
を
し
て
し
ま
う
と
忍
者
で
は
な

く
犯
罪
者
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ

は
現
代
の
科
学
で
も
同
じ
だ
と
思
う

の
で
す
。
科
学
技
術
も
利
他
的
に
使

え
ば
多
く
の
人
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
利
己
的
に
使
え
ば
世
の
中

が
悪
い
方
向
へ
と
向
か
っ
て
し
ま
い

か
ね
ま
せ
ん
。
忍
者
と
い
う
も
の
に
は
、

常
に
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

2
0
0
人
の
伊
賀
者
を
配
下
に
置
く
組

頭
と
し
て
彼
ら
を
束
ね
た
こ
と
か
ら
、

「
服
部
半
蔵
＝
伊
賀
忍
者
」
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

実
際
は
ど
う
あ
れ
、
半
蔵
と
伊
賀
者

た
ち
の
忍
び
と
し
て
の
活
動
が
家
康
の

天
下
取
り
に
貢
献
し
て
い
た
は
ず
で
、

後
の
平
和
な
時
代
を
築
く
上
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。

徳川十六将図。家康と家臣である16人の武将が描かれている。赤枠で囲ま
れた人物が服部半蔵正成　　　　　　　　　　　　　　 　　（浜松市博物館所蔵）
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R
EV
IC
areer（
レ
ビ
キ
ャ
リ
）

「
政
府
機
関
×
金
融
機
関
」に
よ
る

地
域
企
業
向
け
経
営
人
材
紹
介

トピックス

新
し
い
人
の
流
れ
を

創
出
す
る

地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
の
概
要
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
は
、

特
別
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
政
府

系
機
関
の
一
つ
で
す
。
政
府
か
ら
の

出
資
と
民
間
金
融
機
関
か
ら
の
出
資

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
官
民
フ
ァ

ン
ド
で
も
あ
り
ま
す
。
2
0
0
9
年

最
大
4
2
0
万
円
の

給
付
金

REVIC
areer

（
レ
ビ
キ
ャ
リ
）は
、大

企
業
か
ら
地
域
の
経
営
人
材
へ
と「
新

し
い
人
の
流
れ
」の
創
出
を
目
的
と
す

る
、地
域
企
業
経
営
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ

促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ

た
人
材
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。事
業

の
運
営
を
担
う
株
式
会
社
地
域
経
済

活
性
化
支
援
機
構（REVIC

：
レ
ビ
ッ

ク
）の
常
務
取
締
役 

柴
田
聡
氏
に
お
話

を
伺
っ
た
。

に
設
立
さ
れ
た
企
業
再
生
支
援
機
構

が
前
身
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
金
融

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
経
済

全
体
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
株
式
会
社
組

織
と
す
る
こ
と
で
、
行
政
機
関
や
独
立

行
政
法
人
で
は
行
い
に
く
い
機
動
的
な

動
き
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
大
き
く
三
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
①
中
小
企
業
な
ど

の
事
業
再
生
を
支
援
す
る
事
業
再
生

支
援
事
業
、
②
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン

ド
な
ど
へ
出
資
し
た
り
、
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
支
援
し
た
り
す
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
、
③
金
融
機
関
や
そ
の

支
援
先
に
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
人
材
を
派
遣
す
る
専
門
家
に
よ
る

支
援
事
業
で
す
。
こ
の
中
に
、
地
域

企
業
と
大
企
業
人
材
を
繋
ぐ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
REV
IC
areerを
活
用

し
た
、
地
域
企
業
経
営
人
材
マ
ッ
チ

ン
グ
促
進
事
業
が
あ
り
ま
す
。

地域経済活性化支援機構
常務取締役
柴田 聡（しばた さとる）氏

1969年岩手県生まれ。東京大学経済
学部卒業。米スタンフォード大学修士。
1992年大蔵省入省（現：財務省）、
金融庁監督局銀行第二課長、同庁総
合政策局総務課長、財務省中国財務
局長等を経て、2022年 6 月から現職。
金融庁研究参事（中国経済・金融）、
広島大学客員教授を兼務。

地
域
企
業
経
営
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進

事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
企
業
経
営
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ

促
進
事
業
は
、
地
域
の
中
堅
・
中
小

企
業
に
よ
る
大
企
業
人
材
の
確
保
を

進
め
る
た
め
、
REV
IC
areerを
活

用
し
て
大
企
業
人
材
を
採
用
し
た
企

業
に
、
最
大
4
2
0
万
円
（
年
収
の

6
割
・
上
限
あ
り
）
の
地
域
企
業
経

営
人
材
確
保
支
援
事
業
給
付
金
を
給

付
す
る
事
業
で
す
。
今
年
度
か
ら
採

用
企
業
の
意
見
を
参
考
に
年
収
要
件

を
細
分
化
し
、
給
付
金
上
限
額
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

REV
IC
areerの
概
要
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

REV
IC
areerは
、
経
営
人
材
を

確
保
し
た
い
全
国
の
中
堅
・
中
小
企
業

と
大
企
業
出
身
者
を
繋
ぐ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、人
材
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
す
。

REV
IC
areerを
活
用
し
た
地
域

企
業
経
営
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
事
業

は
、
金
融
庁
の
事
業
と
し
て
2
0
2
1

年
に
始
ま
り
現
在
は
経
済
産
業
省
と
の

共
同
政
策
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

既
存
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と

の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

地
域
企
業
か
ら
は
経
営
人
材
を
採
用

し
た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
し

か
し
、
経
営
人
材
と
な
る
と
一
件
一

件
が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
き
め
細
か

な
対
応
が
必
要
と
な
る
た
め
、
民
間

の
雇
用
に
関
係
す
る
企
業
で
は
カ
バ
ー

し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
民
間

の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
、

大
都
市
部
、
30
代
以
下
の
比
較
的
若

年
層
が
中
心
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
言
え
ま
す
。
そ
う
し
た
空
白
を

埋
め
る
存
在
で
す
。

ま
た
、
転
職
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
金

融
機
関
が
仲
介
者
と
い
う
大
き
な
安
心

感
や
信
頼
性
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
登

録
者
の
経
歴
や
身
元
確
認
は
REV
IC

側
で
行
う
と
い
う
情
報
の
信
頼
性
も

既
存
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
な
い

強
み
と
言
え
ま
す
。

人
材
紹
介
の
流
れ
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

お
取
引
先
の
求
人
依
頼
に
基
づ
き
、

金
融
機
関
が
REV
IC
areerに
経
営

課
題
を
含
む
求
人
情
報
を
登
録
し
た

り
、
人
材
検
索
を
し
た
り
し
ま
す
。
他

方
、
地
域
創
生
を
志
す
大
企
業
出
身
者

の
方
々
も
、
REV
IC
areerに
個
人
の

人
材
情
報
を
登
録
し
た
り
、
求
人
情
報

を
検
索
し
た
り
し
ま
す
。
双
方
の
デ
ー

タ
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
と
金
融
機
関
を

通
じ
て
地
域
企
業
に
人
材
が
紹
介
さ
れ

る
と
い
う
流
れ
で
す
。

登
録
者
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

REV
IC
areerの
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
は
、
地
域
創
生
を
志
す
大
企
業
出

身
者
の
方
々
が
約
6
5
0
0
人
以
上
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
3
0
0
人
か

ら
4
0
0
人
ほ
ど
の
新
規
登
録
申
込
み

を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。
今
で

は
ど
ん
な
業
種
、
年
齢
層
で
も
最
適
な

人
材
が
見
つ
か
る
く
ら
い
に
な
っ
て
い

ま
す
。
2
0
2
6
年
度
中
に
は
登
録
者

数
1
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
、
相
応

■ 登録者は地域創生を志す大企業出身者約6,500人

登録者数推移

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
成
長
す
る
見
通
し

で
す
。

成
約
実
績
は
い
か
が
で
す
か
。

事
業
を
開
始
し
て
約
1
年
後
の

2
0
2
2
年
3
月
末
の
成
約
実
績
累
計

は
1
件
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
制
度
の

周
知
を
図
る
た
め
金
融
機
関
に
足
を
運

び
広
報
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
2
0
2
6
年
3
月
末
に
は
累
計

3
5
0
件
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 REVICareerの登録人材は、資本金10億円以上又は従業員数が２千人超の

大企業（連結子会社含む）での勤務経験者に限定
登録時にREVICが大企業経歴や身元確認を実施 → 地方企業の経営課題を
解決できる経営人材が豊富な信頼性の高いデータベース

•

•

■ 地域企業経営人材マッチング促進事業

地域の
中堅・中小企業

Bank

地域金融機関、
提携先人材紹介会社

など

求人依頼

人材紹介

求人情報登録

人材検索

人材情報登録

求人情報検索

地域企業による大企業人材の採用

採用した地域企業の申請に基づきREVICから給付金支払

求人企業 岡崎信用金庫 大企業出身者（求職者）経営人材データベース

※「大企業」とは、資本金10億円以上又は常時
　 使用する従業員の数が2,000人を超える法人

大企業※

6,530

4,343

2,889
1,558

604

2022年3月 2023年3月 2024年3月 2025年3月末

（人）

2026年3月9日

■ 給付金について
転籍型の場合、REVICareer登録人材を雇用期間1年以上、年収550万
円以上で採用することで、最大420万円の給付金を受給できます。
◯ 無期雇用、転籍型で採用した場合の給付金計算例

（※）【給付金算定式】
年収（550万円）×期間【2年間（無期雇用の場合最長2年間）】×給付率（30％）＝
330万円

（静岡県の企業は年収500万円以上で採用することで給付金受給可能）

年 収 給 付 金

700万円以上 420万円（上限）

600万円 360万円

550万円 330万円（※）
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東
海
地
区
の
成
約
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

東
海
地
区
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
成
約
件

数
は
、
2
0
2
6
年
1
月
末
で
55
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
比
な
ど
か
ら
関

東
や
近
畿
地
区
と
比
較
し
て
も
か
な
り

活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
い
う
印

象
で
す
。

愛
知
県
内
で
は
、
50
代
大
手
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
で
品
質
管
理
を
経
験
さ

れ
た
方
を
鋳
物
メ
ー
カ
ー
の
品
質
管
理

責
任
者
と
し
て
採
用
し
た
事
例
が
あ
り

ま
す
。
年
収
は
5
0
0
万
円
台
で
す

が
、
Tier1、
Tier2と
い
っ
た
自
動

車
業
界
に
お
け
る
高
階
層
の
企
業
か
ら

転
職
さ
れ
た
先
行
的
な
事
例
と
な
っ
て

い
ま
す
。

マ
ッ
チ
ン
グ
の
傾
向
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

メ
ー
カ
ー
出
身
者
の
登
録
者
が
最
多

で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
製
造
業
で

の
活
用
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

個
別
に
見
る
と
成
約
者
の
平
均
年
齢

は
約
51
歳
で
、
部
長
ク
ラ
ス
以
上
で
の

採
用
が
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
職

種
で
は
、
管
理
部
門
と
営
業
が
1
位
、

2
位
と
な
っ
て
お
り
、
決
定
年
収
は

5
0
0
万
円
台
が
最
多
で
す
。
採
用
企

業
の
規
模
は
、
従
業
員
数
1
0
0
名
以

下
の
企
業
が
全
体
の
6
割
以
上
を
占

め
、
50
名
以
下
の
企
業
が
44
％
と
最
多

で
す
。
注
目
点
と
し
て
は
60
代
の
成
約

者
が
一
定
数
い
る
こ
と
で
す
。

地
域
金
融
機
関
の
主
要
取
引
層
と

REV
IC
areer仕
組
み
は
馴
染
む
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

事
業
開
始
か
ら
5
年
が
経
過
し
、
一

定
の
普
及
は
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、

制
度
の
認
知
度
が
足
り
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
毎
の
温
度

差
も
感
じ
て
い
ま
す
。
政
府
の
事
業
と

い
う
観
点
か
ら
、
全
国
津
々
浦
々
に
普

及
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
制
度
の
普
及
・
周
知
・

広
報
に
よ
り
力
を
入
れ
て
い
く
予
定
で

す
。
登
録
者
数
で
1
万
人
、
成
約
件
数

で
1
0
0
0
件
の
早
期
達
成
を
当
面
の

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
登
録
金
融
機
関

に
は
、「
先
ず
1
件
」
の
成
約
実
績
を

得
る
こ
と
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
地

元
企
業
の
経
営
人
材
不
足
解
消
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ マッチング案件の傾向（2025年9月30日時点）

決定年収
1,000万円
以上

900万円台

800万円台

700万円台

600万円台

500万円台

（件）

（人）

500万円
未満

23

8

30

42

57

80

16

平均決定年収 約678万円

6割以上が従業員
100名以下の中小企業

最高決定年収
1,500万円

採用企業規模割合

ポジションレベル割合

成約者の出身業界
メーカー 117名
商社 20名
不動産･建設 21名
流通･小売･サービス 44名
銀行･証券･保険 37名
IT･インターネット 9名
メディカル 2名
広告･出版･マスコミ 1名
その他業種 8名
計 259名

メーカー出身者が最多 管理部門と営業が
ツートップ

決定職種
経営層（役員以上） 15名
経営企画･管理 17名
事業統括･開発 29名
管理部門全般 56名
経理･財務 33名
工場･技術･生産 44名
営業 51名
IT 5 名
その他 9名
計 259名

120

65

41

28

4

成約者年齢

60代

50代

40代

30代

20代 部長クラス以上が
過半数成約者平均年齢 約51歳

6%
2%

44%

18%

29%

-50名

51-100
名

101-300
名

301-500
名

501-1000
名

課長クラス
以下

部長クラス

役員クラス

社長クラス

その他
（顧問など）

2%1%

47%
43%

7%

•全国約6,000人の大企業出身者がREVICareerに登録し、全国200超の登録金融機関が
　全国の中堅・中小企業の経営人材採用を支援
　→ 全国の中堅・中小企業300社以上がREVICareerを活用

■ 成約実績累計350件達成

351

178

72

2022年3月 2023年3月 2024年3月 2025年3月末 2026年3月9日

171

400

350

300

250

200

150

100

50

0

累計成約

（26年3月）
350件達成

年度年間成約
100件超達成

※2021年２月事業開始。成約累計件数は内定ベース。

（件）

■ REVICareerにおける成約事例
① 技術マネジメント案件

住所･年齢 愛知県在住、50代

経験業種 自動車部品メーカー

経験職種 品質管理

企業 鋳物メーカー

ポジション 品質管理

仲介金融機関 愛知県の信用金庫

③ 技術マネジメント案件

住所･年齢 愛知県在住、60代

経験業種 自動車部品メーカー

経験職種 開発→経営企画→海外子会社社長

企業 機械部品メーカー

ポジション 技術部設計課

仲介金融機関 愛知県の銀行

② 管理部門マネジメント案件

住所･年齢 静岡県在住、40代

経験業種 輸送機械メーカー

経験職種 経理･会計　海外駐在経験

企業 食品メーカー

ポジション 経理部長候補

仲介金融機関 静岡県の信用金庫

④ 技術マネジメント案件

住所･年齢 東京都在住、50代

経験業種 電機メーカー

経験職種 生産企画・管理

企業 パルプ・製紙

ポジション 生産管理職

仲介金融機関 静岡県の銀行
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関
ヶ
原
後
の
平
和
維
持

福
島
正
則
の
場
合

歴史と文化

上垣外 憲一
（かみがいと けんいち）
1948 年松本市生まれ。東京大
学教養学科卒業、同大学院修了
後、国際日本文化研究センター、
大妻女子大学等の教授を歴任。
比較文学・文化学者で古代からの
日本と朝鮮半島との関わりに関す
る論考が多い。著書に『倭人と韓
人』『雨森芳洲 元禄享保の国際人』

『文禄・慶長の役 空虚なる御陣』
（講談社学術文庫）、『鎖国前夜
ラプソディ 惺窩と家康の「日本の
大航海時代」』（講談社選書メチエ）

『安重根』（ミネルヴァ書房）など。

関
ヶ
原
の
戦
い
は
最
近
論
争
が
活
発

で
、「
関
ヶ
原
本
」
も
い
ろ
い
ろ
と
出

て
い
る
。
関
ヶ
原
の
主
役
は
な
ん
と

い
っ
て
も
岡
崎
の
英
雄
・
徳
川
家
康
公

で
あ
る
か
ら
、
も
う
一
度
関
ヶ
原
の
戦

い
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

歴
史
学
者
の
笠か
さ
や谷
和か
ず
ひ
こ
比
古
さ
ん
は
戦

国
時
代
が
専
門
で
あ
り
、
家
康
の
伝
記

で
も
代
表
的
な
著
者
で
あ
る
。
私
は
家

康
に
つ
い
て
は
専
門
で
は
な
い
が
、
朝

鮮
関
係
と
し
て
は
文
禄
・
慶
長
の
役

に
つ
い
て
『
空
虚
な
る
出
兵
』
と
し
て

1
9
8
9
年
に
出
版
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
私
は
、
朝
鮮
の
儒
学
者
で
藤
原

惺せ
い
か窩
の
友
人
で
あ
っ
た
姜き
ょ
う
こ
う沆が
、
自
身

の
著
書
『
看か
ん
よ
う
ろ
く

羊
録
』
で
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
朝
鮮
半

島
・
蔚う
る
さ
ん山
で
の
戦
い
で
明
の
大
軍
を
撃

退
し
て
戦
功
を
挙
げ
た
加
藤
清
正
、
浅

野
幸よ
し
な
が長
、
福
島
正
則
ら
、
い
わ
ゆ
る
武

断
派
諸
将
が
恩
賞
を
得
る
ど
こ
ろ
か
、

石
田
三
成
の
腹
心
・
福
原
長な
が
た
か堯
ら
の

讒ざ
ん
げ
ん言
に
よ
っ
て
、
秀
吉
か
ら
処
罰
さ
れ

る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
秀
吉
恩
顧
の
清
正
、
正

則
ら
は
本
来
関
ヶ
原
の
戦
い
で
三
成
率

い
る
西
軍
に
付
く
の
が
当
然
で
あ
る
と

こ
ろ
、
三
成
へ
の
恨
み
か
ら
東
軍
に
与

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
『
空
虚
な
る
出
兵
』
を
出
版

し
た
こ
ろ
は
、
日
本
史
の
専
門
家
は
朝

鮮
で
の
確
執
が
関
ヶ
原
に
繋
が
っ
た
と

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
な
か
っ
た
。（
戦

前
の
徳
富
蘇そ
ほ
う峰
は
、
著
書
『
近
世
日
本

国
民
史
』で
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。）

し
か
し
、
笠
谷
さ
ん
は
、
関
ヶ
原
本

の
代
表
的
な
一
冊
『
関
ヶ
原
合
戦
』（
講

関ヶ原合戦図屏風　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提供：岐阜市歴史博物館）

（出典：刀剣ワールド財団）

談
社
）
の
中
で
、
姜
沆
の
『
看
羊
録
』

の
記
述
を
紹
介
し
て
蔚
山
以
来
の
清

正
、
正
則
ら
と
三
成
と
の
反
目
と
確
執

を
書
い
て
い
る
。

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

清
正
は
、
三
成
を
殺
し
た
い
と
ま
で

思
っ
た
反
三
成
の
筆
頭
で
あ
る
が
、

関
ヶ
原
に
は
参
陣
し
て
い
な
い
。
九
州

か
ら
駆
け
つ
け
る
気
持
ち
は
あ
っ
た
が
、

関
ヶ
原
が
一
日
で
決
着
が
つ
い
た
の
で

関
西
に
上
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
。

も
う
一
人
の
反
三
成
の
代
表
、
正
則

は
、
関
ヶ
原
で
も
先
鋒
を
担
当
し
て
宇

喜
多
秀
家
軍
と
激
闘
を
繰
り
返
し
、
武

功
第
一
と
言
っ
て
よ
い
。
家
康
は
関
ヶ

原
後
の
恩
賞
で
正
則
を
厚
遇
し
、
広
島

五
十
万
石
の
封
土
を
与
え
た
。
こ
の
正

則
で
あ
る
が
、
実
は
母
が
大お
お
ま
ん
ど
こ
ろ

政
所
（
秀

吉
の
母
）
の
妹
に
あ
た
る
の
で
秀
吉
の

血
縁
で
あ
り
、
秀
吉
の
「
子
飼
い
」
の

武
将
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
東
軍
に
彼

が
与
し
た
の
は
、
三
成
か
ら
見
れ
ば
意

外
と
も
言
え
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。
武

断
派
の
頭
目
・
清
正
は
、
蔚
山
で
は
兵

糧
尽
き
果
て
て
明
軍
に
囲
ま
れ
、
投
降

し
て
も
お
か
し
く
な
い
ぐ
ら
い
ま
で
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
戦
い

関ヶ原合戦直前の大名勢力図
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＝東軍方　　 ＝西軍方

豊臣黒田長政

加藤清正
浅野幸長

毛利輝元 福島正則 池田輝政

抜
き
、
援
軍
も
得
て
明
軍
の
撃
退
に
成

功
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
日
本
軍
が
獲

得
し
た
明
軍
の
首し
ゅ
き
ゅ
う級は

二
万
と
も
い
わ

れ
る
。
そ
の
対
明
軍
で
の
勝
利
は
清
正

か
ら
見
れ
ば
領
国
一
国
分
ぐ
ら
い
の
価

値
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
だ
ろ
う
。
し
か

し
何
の
恩
賞
も
な
く
、
し
か
も
蔚
山
で

の
防
衛
の
苦
戦
の
経
験
か
ら
、
武
断
派

の
清
正
ま
で
も
が
諸
将
（
黒
田
長
政
、

蜂
須
賀
家
政
、
浅
野
幸
長
ら
）
た
ち
の

戦
線
縮
小
の
提
議
に
賛
成
す
る
。
そ
れ

が
恩
賞
ど
こ
ろ
か
処
罰
、
謹
慎
処
分
、

秀
吉
に
目
通
り
か
な
わ
ず
と
な
る
。
そ

れ
で
も
伏
見
の
大
地
震
で
清
正
は
伏
見

城
に
駆
け
つ
け
、
秀
吉
を
救
お
う
と
す

る
。（
歌
舞
伎
の
「
地
震
加
藤
」
は
、

こ
れ
を
題
材
と
す
る
。）

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

さ
て
、
私
は
二
か
月
前
に
岐
阜
関
ヶ

原
古
戦
場
記
念
館
を
訪
問
し
て
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
た
中
、
旧
友
の
笠
谷
さ
ん

に
再
会
し
た
。
そ
こ
で
話
を
し
て
い
た

ら
、
関
ヶ
原
合
戦
後
の
「
大
名
配
置
」

論
に
つ
い
て
批
判
を
受
け
た
の
で
反
論

を
考
え
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
関
ヶ
原

合
戦
で
家
康
の
天
下
人
と
し
て
の
地
位

は
完
全
に
安
泰
な
も
の
に
な
っ
た
と
い

う
通
説
に
対
し
、
笠
谷
さ
ん
は
毛
利
に

接
す
る
地
に
配
さ
れ
た
の
が
家
康
か
ら

見
て
「
外
様
」
の
大
名
で
あ
り
、
正
則

は
そ
の
筆
頭
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
国

に
お
い
て
家
康
は
ま
っ
た
く
覇
権
を
得

て
い
な
い
の
だ
と
論
ず
る
。
笠
谷
さ
ん

は
こ
の
「
発
見
」
を
喜
び
、
少
し
論
を

過
激
に
さ
せ
た
点
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
論
は
大
い
に
根
拠
が
あ
る
と
私
は

思
う
。

笠
谷
さ
ん
が
論
じ
た
の
は
、
秀
吉
恩

顧
の
大
名
の
代
表
で
も
あ
る
正
則
が
先

鋒
を
務
め
る
ほ
ど
東
軍
に
味
方
し
た
の

は
、
家
康
へ
の
忠
誠
で
は
な
く
秀
頼
へ

の
忠
誠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
何
故
な
ら
会
津
の
上
杉
景か
げ
か
つ勝
の
征

討
は
、
豊
臣
政
権
の
首
班
と
し
て
の
家

康
が
司
令
官
と
な
っ
て
出
征
し
て
い
る

が
、
会
津
征
討
軍
の
進
発
は
形
式
上
は

秀
頼
を
戴
い
て
の
出
征
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
三
成
、
増ま
し
た田

長
盛
な

ど
が
家
康
討
伐
の
た
め
兵
を
挙
げ
た
の

は
、
実
は
毛
利
秀
元
の
軍
が
大
坂
城
を

占
拠
し
て
、
い
わ
ば
ク
ー
デ
タ
ー
で
豊

臣
政
権
を
乗
っ
取
り
、
秀
頼
を
「
手
中
」

に
し
て
秀
頼
の
名
に
よ
っ
て
家
康
征
討

を
呼
号
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
、
三
成
ら
の
挙
兵
は

秀
頼
の
名
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
秀
頼
の
真
意
で
は
な
い
。
い
わ

ば「
偽
綸り
ん
じ旨

」に
よ
る「
謀む
ほ
ん反

」で
あ
り
、

自
分
こ
そ
が
秀
頼
の
命
に
従
っ
た
東
征

軍
の
首し
ゅ
り
ょ
う領で

あ
る
。
三
成
ら
は
そ
の
秀

頼
様
を
毛
利
軍
に
よ
っ
て
監
禁
し
て
偽

の
家
康
追
討
令
を
出
さ
せ
た
の
だ
。
と

い
う
の
が
家
康
の
言
い
分
。

実
は
東
軍
も
西
軍
も
、
関
ヶ
原
で
は

名
目
上
は
と
も
に
「
秀
頼
」
を
戴
い
て

戦
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
笠
谷
さ
ん

の
指
摘
で
、ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
正
則
は
そ
の
名
分
を

た
て
と
し
て
、
秀
吉
子
飼
い
の
武
将
で

あ
り
な
が
ら
、
東
軍
に
参
ず
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
関
ヶ
原
合
戦

の
直
後
に
家
康
が
大
坂
城
の
秀
頼
を
攻

め
た
の
な
ら
、
正
則
は
秀
頼
を
守
る
た

め
に
大
坂
方
に
立
っ
て
奮
戦
し
た
は
ず

で
あ
る
。

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

東
軍
の
中
で
最
強
の
兵
力
を
持
っ
て

い
た
の
は
正
則
と
長
政
で
、
む
ろ
ん
戦

功
も
大
き
い
。
当
然
な
が
ら
大
き
な
領

国
を
獲
得
し
た
が
、
長
政
五
十
万
石
は

筑
前
、
正
則
五
十
万
石
は
広
島
、
と
特

に
長
政
は
大
坂
か
ら
遠
く
離
れ
て
い

る
。
次
の
戦
争
が
起
こ
る
と
し
た
ら
そ

れ
は
大
坂
で
、
家
康
対
秀
頼
に
な
る
こ

と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

私
は
、
家
康
と
し
て
は
秀
頼
に
最
も

味
方
し
た
い
正
則
に
は
、
九
州
の
豊
後

は
西
軍
方
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
で
き

れ
ば
豊
後
を
与
え
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た

と
思
う
。
し
か
し
正
則
は
、
い
や
領
地

は
で
き
る
だ
け
大
坂
に
近
い
と
こ
ろ
で

お
願
い
し
ま
す
。
で
な
け
れ
ば
、
大
坂

の
秀
頼
様
に
何
か
あ
っ
た
時
に
駆
け
付

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
と
い
う
こ

と
を
家
康
に
言
っ
た
と
思
う
。

家
康
は
、
広
島
五
十
万
石
で
は
恩
賞

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
た
と
い
う
が
、
正
則
は
大
い
に
満
足

し
て
い
る
と
聞
い
て
安
心
し
た
と
い
う

話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
正
則
の
満
足
の

一
因
は
、
こ
れ
で
秀
頼
様
を
お
守
り
で

き
る
と
い
う
心
が
あ
る
と
私
は
見
て
い

る
。
広
島
か
ら
な
ら
船
に
よ
り
、
一
日

で
大
坂
に
駆
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
だ
。（
関
ヶ
原
の
前
、
毛
利
輝
元

軍
は
一
日
で
大
坂
に
着
い
て
い
る
。
広

島
が
本
拠
だ
か
ら
だ
。）

そ
う
い
う
訳
で
、
家
康
は
で
き
れ

ば
大
坂
を
攻
め
と
っ
て
し
ま
い
た
い

の
だ
が
、
広
島
に
正
則
が
元
気
で
い

る
間
は
な
か
な
か
難
し
い
。
結
局
大

坂
の
陣
の
時
ま
で
正
則
は
生
き
延
び

て
、
自
分
は
動
か
な
か
っ
た
が
嫡
男

は
幕
府
軍
に
参
戦
し
て
い
る
。
し
か

し
正
則
の
弟
は
大
坂
方
に
内
通
し
た

と
し
て
、
幕
府
に
咎
め
ら
れ
、
こ
れ

が
改
易
の
原
因
と
な
っ
た
。

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

広
島
は
和
歌
山
を
領
し
た
浅
野
家
が

入
り
、
こ
れ
が
幕
末
ま
で
続
く
こ
と
に

な
る
。
前
に
関
ヶ
原
の
布
陣
を
論
じ
た

時
に
、
幸
長
を
池
田
輝
政
と
並
ぶ
最
も

信
頼
で
き
る
武
将
と
し
て
、
毛
利
へ
の

備
え
と
し
て
置
い
た
こ
と
を
書
い
た
。

こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
る
が
、

関
ヶ
原
で
浅
野
氏
の
縁
者
で
あ
る
（
北

政
所
）
寧
々
が
、
表
向
き
中
立
な
が
ら

大阪城

小
早
川
秀
秋
に
助
言
を
与
え
る
な
ど
、

東
軍
に
味
方
す
る
動
き
も
多
々
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
秀
吉
恩
顧
、
豊
臣
恩
顧
の

関ヶ原合戦後の西日本勢力図

大
名
に
対
す
る
影
響
力
を
残
し
た
状
態

で
あ
っ
た
こ
と
に
符
合
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

寧
々
は
高
台
院
と
し
て
、
出
家
の

身
と
な
っ
て
政
治
の
表
舞
台
か
ら
去

る
が
、
豊
臣
恩
顧
の
大
名
に
隠
然
た

る
影
響
力
が
あ
っ
た
。
家
康
は
そ
れ

を
重
ん
じ
て
高
台
院
に
は
礼
を
尽
く

し
た
。
寧
々
に
最
も
近
か
っ
た
幸
長
が
、

大
坂
に
最
も
近
い
大
大
名
と
し
て
和

歌
山
を
領
し
た
の
は　

明
ら
か
に
正

則
よ
り
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

家
康
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

家
康
は
、
あ
く
ま
で
も
次
期
関
白
に

な
り
得
る
秀
頼
が
成
人
す
る
ま
で
の
豊

臣
政
権
の
摂
政
と
い
う
立
場
だ
。
圧
倒

的
な
武
力
の
優
越
を
も
っ
て
し
て
も
、

こ
の
「
名
分
」
は
家
康
に
と
っ
て
の
重

し
で
あ
っ
た
。
最
大
の
親
秀
頼
で
あ
る

正
則
が
、
で
き
れ
ば
自
分
よ
り
先
に

病
死
し
て
く
れ
れ
ば
、
と
家
康
は
内

心
思
っ
て
い
た
と
私
は
思
う
。
そ
れ
が
、

大
酒
飲
み
で
早
死
に
し
そ
う
な
正
則
が

な
か
な
か
健
在
な
の
は
、
家
康
に
と
っ

て
ひ
そ
か
な
悩
み
の
種
だ
っ
た
ろ
う
。

安
心
で
き
る
浅
野
家
を
広
島
に
入
れ

ら
れ
た
の
は
、
家
康
の
卓
越
し
た
大

名
人
事
の
最
期
の
布
石
で
あ
っ
た
と

私
は
思
う
。

（おかしん総研作成）



外貨普通預金　商品概要

■苦情処理措置
　本商品の苦情等は、当金庫営業日に、営業店または顧客相談室（９時～17時　フリーダイヤル：0120－102－156）にお申し出ください。

■紛争解決措置
　愛知県弁護士会（電話：052-203-1777）、愛知県弁護士会西三河支部（電話：0564-54-9449）の紛争解決センター等で紛争の解決を図ること
　も可能ですので、利用を希望されるお客さまは、当金庫営業日に上記顧客相談室または紛争解決センター（10～16時）にお申し出ください。

裏面もお読みください。

「トータルアセットＵＳドル外貨普通預金」　
個人（原則として18歳以上）および法人のお客さま
外貨普通預金
預入時に1米ドルあたり10銭（90銭優遇）の為替手数料がかかります。
引出時に1米ドルあたり50銭（50銭優遇）の為替手数料がかかります。
預入方法は、米ドル建ての為替による振込入金、およびご本人の普通預金（円貨）からのお振替え
に限ります。（当金庫で開設済みの他の外貨預金口座からのお振替えはお取扱いできません。）

お引き出しは、当金庫を募集代理店とする保険契約の米ドル建て保険料の送金、および当金庫を通じて提携証券
会社に開設された金融商品仲介口座への米ドル建て送金、もしくはご本人の円預金口座へのお振替えに限ります。
（当金庫で開設済みの他の外貨預金口座へのお振替えはお取扱いできません。）

米ドル
1補助通貨単位
変動金利

商　品　名
対　象　者

為替手数料

留 意 事 項

預 金 種 類

取 扱 通 貨
預 入 単 位
適 用 利 率

詳しくは当金庫の窓口または　　0120-822-140 にてお尋ねください。
商号等　　岡崎信用金庫
登録番号　登録金融機関　東海財務局長(登金)第30号
加入協会　日本証券業協会

サービスのイメージ

外国債券

外国投信

外国株式
おかしん

本サービス専用の
外貨普通預金

普通預金から外貨積立

外貨建て生命保険
おかしんに
お任せ
ください！

現在の適用利率を
詳しく知りたい方

(※1) 別途、証券取引口座の開設が必要です。
(※2) 別途、送金手数料をご負担いただく場合があります。

金利サイトは
こちらから

魅力的な金利や為替手数料をご用意しています
「外貨建て」の商品にご興味があるお客さま！

「外貨」での運用を終えたら「円貨」で受け取らなきゃ…と考えていらっしゃいませんか？

実は 外貨建ての金融商品に
切り替えていくことができます。

普通預金口座から外貨積立もできます！
（個人のお客様は、おかしんアプリで残高確認もできます）

「米ドル」のまま

＋

お 利 息

くわしくは、窓口までお気軽におたずねください

○円資産でない基軸通貨の米ドルを併せ持つことで、分散投資に
　よりリスクを抑える効果に繋がります
○海外の高金利を享受できます

○外貨で殖やし、外貨のまま育てます
○円評価額だと感じやすい“ハラハラドキドキ”感が薄まります

○「円貨」にすることなく「外貨」で別の外貨建て商品の運用を
　続けられます

預入単位：１補助通貨単位　　　お預入れ期間：期間の定めはありません。
利率：変動金利。適用利率は、外部機関から提供を受ける短期資金取引等の金利を基準とし、週１回当金庫が
　　　定める利率とします。なお、マーケット環境等により見直しをすることがあります。
お預入れ方法：米ドル建ての為替による振込入金、およびご本人の普通預金（円貨）からのお振替えに限ります。
お引出し方法：円預金へのお振替えとなります。外貨預金口座へのお振替えはできません。

為替手数料：預入時に1米ドルあたり10銭（90銭優遇）の為替手数料がかかります。
　　　　　　引出時に1米ドルあたり50銭（50銭優遇）の為替手数料がかかります。
先物為替予約：お取扱いはできません。相場動向にはご注意ください。
預金保険制度：本商品は預金保険制度の対象外となります。

お引き出しは、当金庫を募集代理店とする保険契約の米ドル建て保険料の送金、および当金庫を通じて提携証券
会社に開設された金融商品仲介口座への米ドル建て送金、もしくはご本人の円預金口座へのお振替えに限ります。
（当金庫で開設済みの他の外貨預金口座へのお振替えはお取扱いできません。）

利子所得は、法人のお客さまの場合は総合課税、個人のお客さ
まの場合は源泉分離課税20.315％が課税されます。

※2013年1月1日から2037年12月31日までにお受取りいただ
くお利息については、復興特別所得税が追加課税され、一律
20.315％（国税15.315％、地方税5％）が源泉徴収されま
す。お利息はマル優の対象外です。

為 替 差 益

為替差益への課税は、法人のお客さまの場合は総合課
税、個人のお客さまの場合は雑所得となり確定申告に
よる総合課税の対象となります。ただし、年収2,000
万円以下の給与所得者の方で為替差益を含めた給与所
得以外の所得が年間20万円以下であれば、確定申告は
不要です。

お客さまホットライン 0120-822-140 （フリーダイヤル）（受付時間／土・日・祝日を除く9：00～17：00）

「外貨」のまま保有をしていただく効果

外貨預金に関するご注意事項
●外貨預金には為替変動リスクがあります。為替相場の変動により、お受け取りの際には当初外貨預金作成時の払い込み円貨額を下回
る（円ベースで元本割れとなる）リスクがあります。

●円を外貨にする際（預入時）および外貨を円にする際（引出時）は各通貨毎に手数料がかかります。お預け入れおよびお引き出しの際は、
手数料分を含んだ為替相場である当金庫所定のTTSレート（預入時）、TTBレート（引出時）をそれぞれ適用します。したがって、為替
相場の変動がない場合でも、往復（預入時および引出時）の為替手数料がかかるため、お受け取りの外貨の円換算額が当初外貨預金作
成時の払い込み円貨額を下回る（円ベースで元本割れとなる）リスクがあります。

●外貨預金は預金保険の対象外です。
●外貨預金はクーリング・オフの対象になりません。

税金について

お取り扱いする外貨は、「米ドル」です

01 通貨分散の効果が期待できます

02 為替変動で一喜一憂しない

03 為替手数料がかかりません￥0



最近の経済動向

五万石ふじ（岡崎市）
岡崎城公園内の南西部、乙川を望む藤棚に見られる「五万石ふじ」。藤棚は約1300平方メートルの面積にも及び、最大のふじは幹回り2.4メートル、枝11メー
トル、花穂1メートルに達する。令和4年1月、県の天然記念物に指定された。4/24～5/6には「五万石藤まつり」が開催予定であり、18時～21時はライトアッ
プが行われる。

▽個人消費

百貨店販売額
（百万円）

スーパー販売額
（百万円）

コンビニ販売額
（百万円）

新車販売
（台数）前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％

25/1-3月 115,401 1.4 258,340 2.8 181,609 2.2 82,781 10.1
4-6月 107,025 ▲2.8 259,458 3.9 191,516 2.9 69,336 8.7
7-9月 106,913 3.2 265,962 2.8 198,946 1.8 75,083 ▲2.7
10-12月 133,908 4.4 284,180 4.2 195,326 1.5 71,613 ▲3.2
25/10月 38,601 7.5 86,569 5.1 64,941 1.1 25,349 ▲2.2
11月 41,475 2.2 91,889 6.5 63,181 2.6 24,678 ▲4.1
12月 53,832 3.6 105,722 1.1 67,204 0.9 21,586 ▲3.4
26/1月 43,026 7.3 93,617 3.8 61,275 1.0 25,531 17.7

（出所）経済産業省・中部経済産業局・（社）日本自動車販売協会連合会愛知県支部・（社）全国軽自動車協会連合会・国土交通省

▽貿易（前年同期（月）比％） ▽設備投資額（東海3県合計）

輸出額 輸入額 前年度比％
25/1-3月 5.5 11.1 21年度 ▲0.7
4-6月 ▲0.9 ▲1.5 22年度 5.8
7-9月 ▲1.2 ▲3.1 23年度 6.2
10-12月 2.4 ▲0.9 24年度 7.1
25/10月 5.3 ▲1.8 25年度計画 9.7
11月 3.9 1.7 (出所）�日本銀行名古屋支店 ソフトウェアを含む

設備投資額（除く土地投資額）12月 ▲1.4 ▲2.3
26/1月 7.9 ▲5.1

（出所）�名古屋税関（愛知・岐阜・三重・静岡・長野の5県に蔵置された貨物の
輸出入金額）

▽住宅投資・公共投資・生産・雇用（愛知県）・物価（名古屋市）（前年同期（月）比％）

新設住宅
着工戸数 公共投資金額 鉱工業生産指数

（原指数）
有効求人倍率
（倍）

消費者物価指数
（注）前年同期（月）比％

25/1-3月 14,017 ▲5.2 26.6 4.5 1.29 3.5
4-6月 10,385 ▲22.3 30.0 0.9 1.32 3.6
7-9月 13,787 ▲3.4 31.4 ▲0.2 1.26 3.0
10-12月 13,293 ▲2.9 ▲21.1 ▲3.3 1.21 2.8
25/10月 4,572 ▲5.8 ▲21.1 1.2 1.23 3.1
11月 4,386 8.9 ▲0.8 ▲8.1 1.21 3.0
12月 4,335 ▲9.9 ▲2.4 ▲3.2 1.20 2.4
26/1月 3,776 4.0 ▲25.3 N/A 1.23 2.1

（出所）国土交通省・東日本建設業保証（株）・愛知県県民生活部統計課・愛知労働局　　　　　　　　　　　　　（注）生鮮食料品を除く

【現　況】
個人消費は緩やかに持ち直している。輸出は増加に転じたものの、輸入は弱含みを継続。住宅投資は建築
コストの増加と借入金利の上昇から低調に推移。

【愛知県の主要経済指標】

『経済月報』MONTHLY REPORT は
ホームページからもご覧いただけます。
URL https://www.okashin.co.jp/local/economy/index.html

『経済月報』に関する
「ご意見・ご感想」をお寄せください。
URL https://reg31.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=qdph-ljrfpb-0d38371c297daf956d3d4deb2cfb59e9
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取
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を
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た
い
。

当金庫は
地元産業の発展と

社会の繁栄に
真心をもって奉仕する

基　本　方　針

（写真提供：岡崎市）

この街が好き。
岡崎信用金庫は、

お客さまから愛され、信頼される
金融機関として、地域とともに

歩み続けます。
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